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Saundarananda第2章 に お け る特 定 動 詞 語 形 群 の 変 換
東 直 澄
Saundarananda第2章 の 第27verseか ら第39verseま で め動 詞 は,全 てCausativeAorist形 が 用 い られ てい る。
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この集 中 使 用 に 関 し て既 に 先 学 に よっ て指 摘 され て い るが,こ こで は,第2章 全 体 の動 詞 の使 用 方 法 か ら考 察す る。
本 論 文 末 尾 の表 で も判 る よ うに,第2章 全65verse中 第62verseま で がslokaで あ り,そ れ らの 動 詞 は,第1verse
か ら第 ・・verseま で カ・,ほ とん 夐P。,f。,,形,第 ・2verseか ら第26verseま でカ・,一 つ の 例外 も な くA。,i,t形,第
27verseか ら第39verseま で が,す べ てCausativeAorist形,第40verseか ら 第44verseま で が,す べ てPassiveO
Aorist形,第45verseか ら第62verseま で が一 部 を 除 い てPerfect形 であ る 。 第63verseは,upaj穰iでPerfect
形,第64verseと 第65verseは,m穰r稍chandasでAorist形 とPerfact形 で あ る。 す な わ ち特 定 動 詞 語 形 が,グ ル
ー プご とに 転 換 し てい る。
これ ら の転 換 とそ の 中 で の音 韻 との 関 係に つ い て 以 下考 察 す る。






第11verse〔cstanza3PlCausative,3PlPerfect〕 で は,Suddhodana王 の 王 国�'`つ い て 述 べ て お り,第12verse
〔astanza3SgAorist,bstanza3SgAorist,cstanza3SgAorist〕 で は,彼 の 人 柄 に つ い て 述 べ て い る 。 共 に
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両verseと もす で に 述 べ たverse同 様Suddhodana王 に つ い て の 記 述 で あ り 内 容 の 変 化 は な い 。 こ の 第2章 の 物 語 の 内
ノ
容 を 大 き く分 け る と,第1verseか ら第45verseま で がSuddhodana王 に関 す る記 述,第46veseか ら第56verseま
でが 菩 薩 が 地 上 へ下 降す る ことの 記 述,第57verseか ら第63verseま で がNandaの 誕 生 の記 述,第64verseと 第65ノ
verseがSarv穩thasiddhaの 出家の記述 とな ってい る。そして特定動詞語形の グルー プごとの転換は,Suddhodana王
に 関す る記述が されている第1verseか ら第45verseま での中で行なわれているので あ る。 すなわち物語の内容変化 と
特定動詞語形の グル ープごとの転換は,何 等関係ない。
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2.動 詞時 制 との 関 係
第2章 で は,第11verseのPresentCausativeを 除 い て 過 去時 制 の み使 用 され て い る 。 第2verseと 第49verseの
Imperfectは,Copula用 法 のabhavatで あ り,特 定 動 詞語 形 の グル ー プご との 転 換部 分 のverseに お け る動 詞 で は な
く,こ こで は 問題 とは な らない 。 問題 とな るの は,第11verseのPerfectか ら第12verseのAorist,第44verseの
Aoristか ら第45verseのPerfectの2ケ 所 であ る。 も し作 者Asvaghosaが サ ソス ク リ ッ ト文 法 に忠 実 であ る とした
ら,彼 の 生 存年 代 以 前 に成 立 した とされ るP穗ini文 典 に 従 った で あ ろ う。P穗ini文 典 では,AoristとPerfectの 時








上 記 の記 述 を 要 約 すれ ば,Aoristは,特 別 に 制 限 の ない 一 般 的 過 去 を示 す が,Perfactと 対 比 され る時 は,Aoristが 近
い 過 去,Perfectが 遠 い 過去 を 表 現 す る とされ る。 しか し問 題 の 第11verseか ら第12verseと 第44verseか ら第45verse
の2ケ 所 では,1の 「物 語 の 内容 変 化 との 関 係」 の 中 で示 した よ うに,同 様 の内 容,状 況,時 間 を表 現 し,過 去 か ら大 過
去 へ,あ るい は大 過 去 か ら過 去 へ の よ うな時 制 の 変化 は,文 脈 か ら考 察 で きな い 。
3.動 詞 位置 と音 韻 の関 係
第12verseか ら第26verseま で のAorist形 に お い て は,1verseに2ケ 所 以 上動 詞が 使 用 され,必 ず 同形Aorist
が 使 用 され て い る。
adhyaistayahpara血brahmanavyaistasatatamdhrteh/
d穗穗yaditap穰hrebhyahp穡amn稾rtakimcanaQ12%/
例 えば,上 記 の第12verseで は,adhi+i/i(A)3SgAorist,vi+γi(A)3SgAorist,;/d�(A)3SgAoristの3つ
の動 詞 をS-Aoristで 統一 して い る。そ して そ れ らのAorist形 が使 用 され て い るVerse群 の 中 で は,stanza内 の 音 節
位 置 が 同 位 置 で対 応 す るverseが 存 在 す る 。
avedidbuddhis龝tr稈hy穃ihac穃utracaksamam/
araksiddhairyaviry稈hy穃indriy穗yapicapraj禀//15//
第15verseで は,astanzaの 第1音 節,第2音 節,第3音 節,そ れ に対 応 す るcstanzaの 同 音 節群 に各kavedit,araksid
を 置い て い る 。 ところ が そ の対 応 度 がPerfectよ りAorist,Aoristよ りCausativeAoristが 高 くな る。 そ し てそ れ ら
の対 応 す るstanzaに よっ て分 類 し てみ る と以 下 の表 の よ うに な る。














この よ うにAoristが 異 な ったstanza内 の 同音 節 位 置 で 押韻 す るた め に 使 用 され て い る こ とが 判 る 。 そ し てCausative
Aoristに お い て は,そ れ が よ り明確 に な る 。
gurubhirvidhavatk稷esaumyahsomamamimvpat/
tapas穰ejas稍aivadvisatsainyamamimapat//36//
この第36verseで は,bstanzaamimapat〔 影/ma(P)3SgCausativeAorist分 配 す る〕 とdstanzaamimapat
ザmi(P)3SgCausativeAorist消 滅 す る〕 が 同音 節 位 置 で 押韻 し てい る。CausativeAoristは,そ の語 形 形 成 上 必
ず,冒 頭 の3音 節 がaugmentと 長 母 音 を含 むduplicationに よっ てU-Uの リズ ムを 持 つ 。 一 般 にslokaの 皿etre
で は ・ ○○ ○OU--U,○ ○ ○OU-UU/○ ○○OU-一 凵,○ ○・○OU-UU//と な り,bstanzadstanzaと の
第5音 節 か ら第7音 節 ま では,U-Uを 要 求 す る 。す な わ ち4音 節 か らな るCausativeAoristは,U-UUと な り,
こ こで はmetreに 合 わ せ て使 用 し,押 韻 し てい る こ とが 判 る。 そ して第44verseで は,bstanzaとdstanzaの 第6





また他の章において,同 じ動詞がbstanzaとdstanzaの 同音節位置に置かれている場合 もある。







































































































































































































































































































































































































































































































































































註 ①ThepoeticalconstructionofSaundarananda,HideoKimura,印 仏 研8巻2号pp.26-29昭53Saunda-






④ 動 詞 以 外 に よ る 同 語 の 押 韻smrtih第14章 第42verseetc
動 詞 に よ る 同 語 の 押 韻pasyasi第8章 第47verseetc
使 用 テ キ ス ト
TheSaundaranandaofAsvaghosa,Ed.E.H.JohnstonLondon1928.
TheAsht稘hy窕iofP穗ini,Ed.L.S.C.VasuAllahabad1891.
インターネット公開許諾のない文章には墨塗り処理を施しています。
